
 
 

 

日独青少年指導者セミナーは，研修テーマ「困難を抱える青少年などの支援」に基づき，行政

機関，関係団体，施設等での実地体験，青少年教育指導者との研究協議などを行うことで，日

本の青少年教育等の現状と取組を理解したり，両国における青少年教育等を比較したりして，

青少年教育指導者の資質・能力の向上を図るとともに，日独両国間の理解と親善を深めること

を目的に実施する。 

 

 

（１） テーマ Ａ１・Ａ２共通テーマは「困難を抱える青少年などの支援」 

     Ａ２の研修テーマは「社会全体で青少年を育む」 

（２） 日程 

吉備プログラム：平成２６年５月１５日（木）～５月１９日（月）（４泊５日） 

※全日程（日本滞在期間） 平成２６年５月１１日（日）～５月２４日（土）（１３泊１４日） 

 

（３） 参加者 

ドイツ連邦共和国在住の青少年教育行政，青少年団体等で指導者に当たる専門家

で，ドイツ政府，ドイツ側実施機関であるドイツ連邦共和国国際ユースワーク専門機関・ベ

ルリン日独センターから選抜された２０歳代後半から５０歳代の９名。 

人数は団員８名，団長１名，計９名 

 

（４） 訪問先 

岡山保護観察所 

講師：統括保護観察官 吉岡日出夫 

保護観察官 洲脇望 

         保護司 小松原洋子 

保護司 武田忠男 

美作自修会 施設長 坂手康祐 

 

訪問内容： 日本における更生保護の源流を知り現在の取組や現状を学ぶ。また，保

護司制度や美作自修会の取組について知り，ドイツと日本の違いについて意

見交換をおこなった。 

 

 

 

 

２２２．．．   事事事業業業ののの概概概要要要   

 

１１１．．．   事事事業業業ののの目目目的的的(((趣趣趣旨旨旨・・・ねねねらららいいい)))   

平平平成成成２２２６６６年年年度度度   国国国立立立吉吉吉備備備青青青少少少年年年自自自然然然ののの家家家教教教育育育事事事業業業   

日日日独独独青青青少少少年年年指指指導導導者者者セセセミミミナナナーーーＡＡＡ２２２   

平平平成成成２２２６６６年年年５５５月月月１１１５５５日日日（（（木木木）））～～～１１１９９９日日日（（（月月月）））   



 

吉備高原学園高等学校 

講師：校長  木畑廣伸 

教頭  佐溝理 

教頭  坂手雅文 

 事務長 辻本泰己 

 

          訪問内容：  学校概要説明，校内見学，質疑応答 

全寮制で全国から生徒が集まる当校の生徒の多くは不登校経験者であ

る。 

こうした困難を抱える青少年への支援ということで特色あるカリキュラム 

を展開している取組について意見交換をおこなった。 

 

岡山県中央児童相談所 

講 師：課長 池内正江 主任 青井美帆 ほか 

 

訪問内容：  全国に設置されている児童相談所の役割と取組について知る。 

また，福祉や心理などの専門スタッフが，子どもに関する様々な相談や

援助に当たっている業務について意見交換をおこなった。 

  

児童自立支援施設岡山県立成徳学校 

講師：成徳学校 校長   田野洋一郎  

副校長 三木健一 ほか   

岡山市立緑ヶ丘中学校  

校長 難波邦彦 

教諭 塩江昭彦    ほか 

 

訪問内容：  学校概要説明，施設見学，宿泊 

成徳学校の児童・生徒や職員の方との交流を通して社会的に自立した生活 

が営めるように支援する児童福祉施設について知り，その施設内に設置され

た小・中学校との連携から就学保証のための取組について学んだ。 

また，両校の職員と社会的養護を必要とする子どもたちへの適切な支援を

実現していくことについての取組について意見交換をおこなった。 

 

（５） ホームステイプログラム 

日本の生活様式を体験するため，団員８名が１名ずつ岡山県内のホストファミリーのもと 

で，２泊３日を過ごした。 

各家庭で体験した内容は様々だが，岡山の名所の観光，買い物，料理などを楽しんだ。 

 

（６） 企画・運営のポイント 

・  困難を抱える青少年を社会全体で育むための，日本，岡山県ならではの取組をストー 

 リー性をもって理解していただけるよう，訪問先や協議内容を企画した。 



･  各訪問先の取組や支援の在り方について，実態に即した両国の意見交換の場を設け 

た。 

･  日本人の生活様式や文化をホームステイ体験を通して学べるようにした。 
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（１）成果 

テーマに対応した訪問先として，岡山保護観察所，岡山県中央児童相談所，児童自立支

援施設岡山県立成徳学校，吉備高原学園高等学校など，わが国，岡山県ならではの取組を

紹介することにより，困難を抱える青少年などの支援についての実態を知ってもらうことがで

き，一方でドイツ連邦共和国との違いについて学ぶことができた。 

 

（２）今後の課題等 

ドイツ団はネット依存症対応について，吉備プログラムに期待していたようだが，このこと

については，東京プログラムで深め，吉備プログラムでは岡山ならではのプログラムを準備

していたことが，十分に伝わっていなかった。本部と地方担当施設の役割の確認や訪問先に

ついての事前説明をより細かくしておく必要がある。 

 

 

 

 

 

４４４．．．   成成成果果果・・・課課課題題題   

３３３．．．   活活活動動動ののの内内内容容容等等等   



 

【岡山保護観察所訪問】 

 
意見交換の様子                         集合写真 
 

【吉備高原学園高等学校訪問】 

 
備前焼のサプライズプレゼント        校内見学                        集合写真 
 

【岡山県中央児童相談所訪問】 

                                                             

施設内見学                      意見交換の様子                集合写真 

 



【児童自立支援施設岡山県立成徳学校訪問・ホストファミリーお別れ会】 

 
意見交換の様子             施設見学             宿舎 

 

 

ホストファミリーの皆さんとのお別れ会                 
 

 

 

 

 

 

                       

担当：企画指導専門職 河本 潤  
 

国立吉備青少年自然の家 
マスコットキャラクター 
 ～やんちゃっこ～ウーリー 


